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RFCは「アール・エフ・シー」と読

みます。RFCは、インターネットに関

するさまざまな技術や仕様の標準化を行

っている団体IETF（Internet Engi-neering

Task Force）が取りまとめている文書で、

インターネットで利用されるネットワークプ

ロトコルなどの標準や仕様を規定するもの

です。RFCとは「Request For Comments」

の略で、本来はインターネット上の技術に

関する新しい提案に対して「（討論を行っ

て技術を洗練させるために）コメントを求

む」として作成された文書に使われていた

言葉でした。

RFCは番号によって管理されていて、

新しいものに大きな番号が付きます。た

とえば、98年11月の時点で最新のRFCは、

“インターネットの父”と呼ばれるヴィント・

サーフ氏が、98年10月16日に急逝したイン

ターネットの創始者の1人であるジョン・ポ

ステル氏に捧げた追悼文で、「RFC2468」

となっています。

98年11月号に出てきた「RFC822」は、

電子メールの形式についてのもので、ヘッ

ダーの表記方法や文法などが詳細にまと

められています。また「RFC1855」は、ネッ

トワークエチケットのガイドラインになって

います。

これらのRFCの原文は、専門サイト

「Request for Comments Editor」などで読

むことができます。国内には、ボランティア

による日本語訳が掲載されているサイトも

いくつかありますので、検索サービスから探

してみましょう。また、アスキーから「ポイン

ト図解式インターネットRFC事典」という

日本語の書籍も出版されているので、参

考になるでしょう。 （編集部）

Request for Comments Editor
j http://www.rfc-editor.org/
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このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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98年11月号の電子メールのヘ

ッダーについての記事に「興味を持

たれた方はRFCを読んでみることを

おすすめします」と書かれています。こ

の「RFC」とは何ですか。また、どこ

で読めるのでしょうか。

（小沢さん）

Q
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RFCとは？

今 月 の 回 答 者

砂原秀樹＋菊地宏明＋
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RFCとは？

DNSサーバーの役割

インターネット2ってなに？
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定しないと、障害やメンテナンスでそのDNS

サーバーが使えないとき、DNSサーバーを

指定しなかったときと同じような現象が生

じ、多くのアプリケーションが満足に使えま

せん。複数のDNSサーバーを指定すれば、

応答がないときには別のDNSサーバーに

問い合わせるようになります。

またDNSサーバーは、単独ですべてのIP

アドレスやドメインの情報を管理している

わけではありません。プロバイダーはプロ

バイダー内のサーバーの情報を、「.co.jp」

や「.ad.jp」、「.ne.jp」などのドメイン情報は日

本ネットワークインフォメーションセンターが

分散的に管理し、それぞれのサーバーが協

調しながらサービスを提供しています。しっ

かりしたDNSサーバーの運用もプロバイダ

ー選びのポイントです。

余談ではありますが、1998年にはDNS

に関連するニュースとして、「.com」や「.org」、

「.net」、「.edu」の各ドメインを管理する米

Net-work Solutions社（NSI）と米商務省の

ドメイン管理委託業務に関する契約が

1998年9月末までで切れ、その後は

Internet Assigned Numbers Authority

（IANA）などが設立する非営利団体が管理

するはずでしたが、NSIとの契約が2000年

9月30日まで2年延長されたという話題も

ありました。 （菊地宏明）

設定されたメールサーバーのドメイン名表

記を元にIPアドレスを調べ、メールサーバ

ーに接続し、メールの取り込みや送信を

行います。WWWブラウザーでも同じで、

指定したURLのドメイン名表記からIPアド

レスを調べるときに、DNSサーバーを使っ

ています。一見するとこのDNSサービスは、

ユーザーは使っていないように思えますが、

アプリケーションから間接的に使っている

のです。

こんな実験をしてみてください。パソコン

のIP設定でDNSサーバーの設定をいった

ん消して、どのようになるか試すのです。も

ちろん、後で元に戻せるように現在設定さ

れている値のメモをとっておいてください。

DNSサーバーを指定しないと、プロバイダー

に接続した後に、電子メールが取り出せな

い、送信できない、WWWページにつなが

らない、FTPの相手が見つからないなどと、

不便なことが次つぎと起きてくるでしょう。

このようにDNSサーバーは名前から住

所を調べる電話帳のように、インターネット

を使うにはなくてはならないサービスですか

ら、パソコンのIP設定をするとき、DNS設

定欄には複数のDNSサーバーが指定でき

るようになっています。プロバイダーも、複

数のDNSサーバーが提供していますので、

2～3個指定しておきましょう。1つしか指
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「DNS」（Domain Name System）

は、インターネットのアクセス時に使

われる名前表記とIPアドレスを関連付け

るサービスで、それを提供するのがDNSサ

ーバーです。

インターネット上のコンピュータを一意に

識別する情報はIPアドレスですが、「192.

168.0.123」などといった無機質な情報で

は、人には憶えにくくて扱いづらいものです。

そこで、コンピュータを「名前」で指定する方

法が考えられました。たとえば、先ほどのIP

アドレスも「kiku.faq.impress.co.jp」と呼

んだほうが、憶えやすく理解しやすいはずで

す。この名前の表記を「ドメイン名表記」と

呼び、世界中で重複して同じ名前が割り

当てられないように管理されています。

DNSサーバーは、インターネット上の複数

のほかのDNSサーバーと情報を交換し合

いながら、的確な情報を利用者に提供して

くれます。つまり、ドメイン名表記から該当

するIPアドレスへ、逆にIPアドレスから適

切なドメイン名表記へと双方向の検索を

行ってくれているのです。ユーザー自身がこ

の機能を直接利用することはめったにあり

ませんが、アプリケーションソフトは内部的

にDNSサーバーを使っています。

たとえば、電子メールソフトを使うときは、

プロバイダーの設定をするとき

に必ず「DNS」という項目がありま

すが、これはどんな働きをしているの

ですか？ （大竹若子さん）

Q

A

DNSサーバーの役割

DNSサーバーはなくてはならないサ
ービスだ。設定は慎重にしよう

DNSの仕組み（WWWサイトを見る場合）

ユーザー 

WWWサイト 

DNSサーバー 
（プライマリ、セカンダリ
というように、複数用意さ
れている） 

ユーザーのアプリ
ケーションソフトが
DNSサーバーに 
「abcdefg.comの
IPアドレスは？」と
問い合わせる 

1

DNSサーバーが 
「123.123.123. 
45です」と答える 

2

「123.123.123.45
に接続したい」という
リクエストを出す 

3

該当するデータ
がWWWサイト
から送信される 

4
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Backbone Network Service）など、さま

ざまな次世代インターネット研究プロジ

ェクトも進んでいます。これらの研究に

は世界中のコンピュータを協調動作させ

て、非常に大規模な計算処理を現実的な

時間内で行うといった、大規模並列処理

の試みまで含まれているのです。たとえ

ば非常に正確な気流の予測計算などが可

能となり、より正確な天気予報が実現す

る可能性があります。

日本国内においても同様に、次世代のイ

ンターネット技術に関する研究活動が始め

られ、インターネット2プロジェクトなどと

協調して国際的な研究が進められようと

しています。特にIPv6については、日本は最

も進んだ位置にある国の1つで、研究開発

においても主導的役割を果たしています。

これらの研究活動はまだ始まったばか

りで、今後が期待されています。ただ、今

や地球を覆っているインターネットです

から、限定された国や組織だけで研究を進

めることはできません。ボーダレスなイン

ターネットだからこそ、国際的に協調しな

がら研究を進めていかなければならない

のです。読者の皆さんもただ見ているだけ

でなく、そこに参加していただきたいと思

っています。 （砂原秀樹）

接続には、あとで述べる「NGI」や「vBNS」

などが提供するネットワークサービスが

用いられています。

インターネット2プロジェクトでは、ネ

ットワークそのものだけではなく、インタ

ーネットを中心とした新しい応用までを視

野に入れた研究が進められています。高

速なネットワークに大量の画像データを

流すことで、遠隔医療や遠隔地間でのVR

空間の共有など、これまでは考えられな

かったインターネットの利用方法が現実

となります。インターネット2プロジェク

トでは、こうした環境を実現するために必

要な技術の研究開発を行っているのです。

また、次世代のインターネットプロトコ

ルである「IPv6」を中心に、より高速で大

量のデータを流通できるネットワークを実

現し、円滑に運用管理するための技術の

研究が進められています。セキュリティー

も研究の大前提となっており、一歩進ん

だインターネット環境の構築を目指して

研究が進められているわけです。

こうした動きと並行して、米国内では政

府主導によるNGI（Next Generation

Internet）、NSF（全米科学財団）によって

進められているNSFNETの後継ネットワ

ークである「vBNS」（very high speed

1970年代初頭に「ARPANET」

として誕生したインターネットも、今

世紀末で約30年の歴史を刻もうとしてい

ます。インターネットは常に新技術を取り

込み、新たな可能性への挑戦を続けてき

ました。そして今、インターネットを基盤

としたコミュニケーション環境の構築を

目指し、次世代のインターネット構築の

ための研究活動があちこちで始められて

います。ご質問の「インターネット2プロジ

ェクト」も、そうした動きの1つなのです。

インターネット2プロジェクトは、UCAID

（University Corporation for Advanced

Internet Development）と呼ばれる、米国

の大学による次世代インターネット開発

研究を支援する組織によって運営されて

います。そして、このUCAIDによる最初

の研究プロジェクトがインターネット2な

のです。ここでは、米国内に複数設置さ

れた「GigaPOP」と呼ばれる接続点に、

近くの参加大学がギガビット／秒クラス

の回線で接続し、地域内の通信をスムー

ズに行えるネットワークを構成していま

す。GigaPOPどうしの接続など長距離の
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最近、「インターネット2」という

言葉を見かけますが、これはどのよ

うなものですか。漠然と「新しいインタ

ーネットのことかな？」とは思います

が、詳しいことを知りたいです。

（中西玲子さん）

Q

A

インターネット2ってなに？

requently
sked

に答える 

インタ
ーネットの

uestion

Internet2 Project
j http://www.internet2.edu/

NGI
j http://www.ngi.gov/

vBNS
j http://www.vbns.net/
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